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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5), 港近隣センター(八幡屋 1-4-20), 港区老人

福祉センター(夕凪 2-5-22),弁天町 ORC200生涯学習センター(弁天 1-2-2-700),銭湯(朝日湯除く),

港区在宅サービスセンターひまわり(弁天 2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築

港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除

6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢防災｣をテーマにかつてない形で開催され、

一定の成果を収めた「港区民まつり」(1頁)。

｢日程の工夫を｣｢多彩過ぎる｣｢なぜ自衛隊

が？｣など参加者や裏方の声を踏まえてさら

に充実･発展させることが期待されます。 

★参加者の声を生かすという点では港区の議

会ともいうべき｢区政会議｣(8 頁)も同じ。区

役所職員による丁寧な準備と誠実な対応、真

摯に意見･質問を出す委員の姿が印象的でし

たが、｢区役所からの報告が大半を占める｣｢論

議が質疑応答に留まっている｣(傍聴者)など

の声を今後に役立ててほしいものです。 

★｢行事にお金が下りなくなったので、準備も

手作りで｣という職員さんの声が胸を突きま

した。｢競争原理導入｣とやらで市の事業が知

らん間にどんどん民間委託されていますが､

その一つ､市岡下水処理場の一般公開(20 頁)。

惨い仕打ちにめげず｢市民の為に｣と業務に打

ち込む職員さん達にエールを送りましょう！ 

★秋はやっぱ祭の季節。労働者と地域一体の

｢交流秋まつり｣(25 頁)。ヘルシー感一杯の

｢健康まつり｣(28頁)。楽しみながら被災地支

援の｢さんま祭り｣(31頁)。地域と溶け合い 40

年の｢海の子まつり｣(32頁)。どれも詳しくル

ポしてますので心に焼き付けて下さいね。お

陰でえらい頁数増えましたわ(印刷代も)。 
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